
がん化学療法による

発熱性好中球減少症の発症抑制
造血幹細胞の末梢血中への動員

推奨投与期間に

投与可能

推奨投与期間に

投与困難※

ペグフィルグラスチムBS
皮下注3.6mg「モチダ」
（バイオシミラー）

ジーラスタ皮下注3.6mg
ボディーポッド
（先行品）

ジーラスタ皮下注3.6mg
（先行品）

ペグフィルグラスチム投与患者

「がん化学療法による発熱性好中球減少症の発症抑制」における推奨投与期間について

がん化学療法1サイクル

抗がん剤
投与終了後

翌日

抗がん剤
投与終了後

4日後

抗がん剤
投与終了後

当日

ジーラスタ皮下注3.6mgボディーポッド
の場合は当日装着し、27時間後に自動投与

ペグフィルグラスチム
推奨投与期間

外来患者、または抗がん剤

投与日に退院の入院患者で、

期間内に受診困難な場合など

※

※管理上の注意点を考慮の上、

使用患者の適格性を十分に

ご検討ください
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